
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル やまなしアグリビジネスローンの創設      ＪＡ名 山梨県信連（山梨県） 

１ 動機 

（経緯） 

○本県においても農業経営の大規模化や法人化と同時に，これらの経営体の増加

が今後一層見込まれる状況にあり，これに伴い地域農業および農村地域の発展

に資する前向きな資金需要も活性化するものと考えています。 

○こうした状況を踏まえた県域全体をカバーする資金融通機能の発揮として，平

成 27年 4月，「やまなしアグリビジネスローン」を創設しました。 

２ 概要 貸付対象者 

  （１）農業（生産）法人、農業関連（加工・流通・販売等）法人。 

  （２）会員の組合員（正組合員・準組合員）。 

資金使途 

農業生産および農産物の加工・流通・販売等に関する運転資金・設備資金

等の事業資金。 

融資限度額 

   ３０百万円以内 

融資期間 

  （１）長期資金 １０年以内（据置 3年以内） 

  （２）短期資金 １年以内 

融資利率 

   やまなしアグリビジネスローン貸付金利一覧表による。 

融資手法 

   手形貸付・特別当座貸越・証書貸付 

償還方法 

   原則として元金均等、元利均等又は一括償還とする。 

担保・保証 

（１）物的担保等は必要に応じて徴求する。 

  （２）借入者が法人の場合は、原則として代表者を連帯保証人とする。 

但し、経営者保証に関するガイドラインにもとづき、所定の要件を将

来に亘って充足すると見込まれる等の場合には、債務者の意向等も確

認したうえで、連帯保証人を必要としない可能性を検討する。 
  （３）会員の組合員（正組合員・準組合員）の場合で、個人連帯保証を求め 

る場合は、必要性・妥当性を検証する。 
３ 成果 

（効果） 

○本要項を制定して間もないこともあり，実行実績は 200万円（平成 27年 6月末

現在）と低位な状況となっています。 

４ 今後の

予定（課題） 

○現在，有効・効果的なＰＲ活動を前広に模索していますが、メイン強化先の訪

問活動を通じた商品ＰＲを最優先で実施する予定です。 

 


